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いきいき通信丸山はるみ №26

若者のライフプランー自己決定を大前提に

最低賃金を今すぐ1500円に、さらに1700円めざして

　丸山はるみ道議は6月4日、子ども政策調査特別委員会で、高校 ･大学生等を対象にライフ
プランを考える機会を提供するライフデザイン講座について質問しました。

　陸上自衛隊幕僚監部は４月10日、国内初の地対艦ミサイル訓練を北部方面隊が実
施すると発表しました。これまでは、国内で安全空海域を確保しづらいと海外で実
施してきた訓練です。丸山はるみ道議は６月２日、陸上自衛隊北部方面総監部に訓
練中止の要請を行いました。

講
座
受
講
の

拡
大
求
め
る

北
海
道
は
２
０
１
５
年

か
ら
若
者
の
自
立
や
母
子

保
健
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
業
開
始
時
、

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
講
座

は
、
高
校
や
大
学
な
ど
20

校
で
延
べ
８
０
８
名
、

２
０
２
４
年
度
は
22
校
で

延
べ
１
９
９
９
名
が
受
講

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

新
社
会
人
も
対
象
に
、
出

前
講
座
28
回
、
セ
ミ
ナ
ー

4
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

4
回
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
と
し
ま
し
た
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
は
慎
重
に

こ
れ
ま
で
も
講
座
の
一

部
で
扱
っ
て
い
た
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
。
直

訳
す
る
と
〝
ご
懐
妊
前
ケ

ア
〞
で
す
。

丸
山
道
議
は
、
他
県
が

配
布
し
た
資
料
に
は
「
卵

子
の
老
化
、
35
歳
女
性

も
う
手
遅
れ
？
」
な
ど
、

不
適
切
な
表
現
が
あ
り
、

ネ
ッ
ト
で
批
判
が
広
が
っ

た
事
例
を
あ
げ
、
正
し
い

知
識
を
科
学
的
に
伝
え
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

「
歯
止
め
規
定
」
に

阻
ま
れ
る
日
本
の
性

教
育
に
人
権
擁
護
の

視
点
を

学
習
指
導
要
領
に
い
わ

ゆ
る
「
歯
止
め
規
定
」
が

あ
る
た
め
に
、
公
教
育
で

は
充
分
な
性
教
育
が
行
わ

れ
な
い
ま
ま
で
す
。

適
切
な
選
択
に
は
正
し

く
充
分
な
知
識
が
必
要
で

す
。
丸
山
道
議
は
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
教
育
が
そ
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

特別委員会で質問する
丸山はるみ道議

物
価
高
に
負
け
な
い

最
低
賃
金
引
き
上
げ
を

６
月
10
日
、
丸
山･

真
下

紀
子
両
道
議
が
北
海
道
労
働

局
を
訪
れ
、
最
低
賃
金
引
き

上
げ
に
尽
力
し
て
ほ
し
い
と

要
請
し
ま
し
た
。

要
請
書
を
受
け
取
っ
た
労

働
基
準
部･

牧
野
雅
彦
賃
金

室
長
か
ら
、
最
低
賃
金
は
ま

ず
、
公
益
代
表
、
労
働
者
代

表
、
使
用
者
代
表
で
構
成
す

る
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

で
引
き
上
げ
額
の
目
安
が
審

議
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
で
、
そ
の

目
安
を
参
考
し
な
が
ら
地
域

別
に
審
議
を
行
う
こ
と
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
北
海
道
労
働
局
で
で
き

る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
い
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

賃
上
げ
こ
そ
が

成
長
戦
力
の
か
な
め

道
議
団
か
ら
は
、
非
正
規

労
働
者
は
全
労
働
者
の
約
4

割
、女
性
労
働
者
に
限
れ
ば
、

6
割
に
も
な
る
。
家
計
を
支

え
る
非
正
規
労
働
者
の
割
合

も
増
え
続
け
て
お
り
、
最
低

賃
金
近
傍
の
賃
金
で
働
く
非

正
規
労
働
者
は
多
く
、
最
低

賃
金
の
伸
び
悩
み
が
経
済
成

長
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
い
い
状
況
と
説
明
し
、

か
つ
て
の｢

成
長
無
く
し
て

賃
上
げ
な
し｣

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
す
っ
か
り
鳴
り
を
潜

め
て
い
る
と
賃
上
げ
へ
の
協

力
を
訴
え
ま
し
た
。

北海道労働局に要請する共産党道議団
（左から）丸山・真下両道議

国内初の地対艦ミサイル訓練を道内で！?

　要請は、陸上自衛隊敷地内の駐車場近くの屋
外で行われました。
　戦後80年、国内で行われてこなかった長距離
ミサイル訓練が、今なぜ可能となったのか、地
元からは大変な驚きと不安の声が上がっていま
す。丸山道議は、国内初のこのような訓練に道
民の理解は得られていないと訴えました。
　また、この訓練計画発表後にロシア外務省が、
在ロシア日本大使館に強く抗議するなど、他国
との緊張が高まる訓練を行うべきではないと強
く申し入れました。

陸上自衛隊北部方面総監部に
中止要請を行う丸山道議ら



「豊かな海づくり大会」
晴天に恵まれ、大にぎわい

爽
や
か
に
晴
れ
た
６
月
1

日
、｢

第
１
回
北
海
道
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会｣

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
小
樽
水
産
高
校
生

函
館
山
の
山
麓
一
帯
は
、
歴
史

的
街
並
み
が
残
さ
れ
て
お
り
、
函

館
市
で
は
都
市
景
観
形
成
地
域
と

指
定
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
歴

史
的
、
文
化
的
に
重
要
で
伝
統
的

建
造
物
と
指
定
さ
れ
た
建
築
物
が

多
い
元
町
や
末
広
町
を
歴
史
的
建

造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
い
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
建
築
物
等
の
保

全
や
活
用
に
、
函
館
市
は
様
々
な

制
度
で
支
援
。
道
指
定
の
建
築
も

あ
り
、
民
間
任
せ
で
な
い
実
効
性

あ
る
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

二階の外観だけが、
洋風の上下和洋折衷
様式が特徴

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
す
ま
い
る

増
加
す
る
不
登
校
児
の
居
場
所

づ
く
り
と
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

る〝
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
す
ま
い
る
〞

を
訪
問
し
越
智
代
表
理
事
と
懇
談

し
ま
し
た
。

登
録
料
は
前
期･

後
期
各
１
万

円
を
年
間
一
括
な
ら
１
万
５
千
円

と
割
安
に
、
利
用
料
は
月
額
定
額

か
10
回
分
の
回
数
券
を
選
択
可
能

に
す
る
な
ど
、
利
用
者
に
負
担
が

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
一

方
で
、
ご
自
身
は
ほ
か
に
も
仕
事

を
し
な
が
ら
の
活
動
で
す
。
一
定

の
要
件
を
満
た
す
民
間
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
に
行
政
の
支
援
が
必
要

で
す
。

徒
が
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
研

究
を
発
表
。
身
近
に
も
絶
滅
危

惧
種
の
生
物
が
い
る
と
学
び
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
ナ
マ
コ

や
ヒ
ト
デ
の
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
が

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
後
志

の
海
産
物
も
並
び
ま
し
た
。
築

港
臨
海
公
園
で
は
、
ニ
シ
ン
稚

魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

道議団､函館で児童相談所やフリースクールなどを視察

米どころの蘭越町を訪問しました

５
月
下
旬
、
道
議
団
は
函
館
市
を
訪
れ
、
歴
史
的
建
造
物
が
並
ぶ
地
域
の

景
観
保
存
や
、
赤
字
補
填
の
負
担
割
合
見
直
し
議
論
に
関
心
が
集
ま
る
、
第

３
セ
ク
タ
ー
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
（
函
館
）
の
ほ
か
、
相
談
件
数
が
増
加
を

続
け
る
児
童
相
談
所
、不
登
校
支
援
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
視
察
し
ま
し
た
。

函
館
の
歴
史
的
建
造
物
群

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
う
並

行
在
来
線
と
し
て
２
０
１
７
年
に

開
業
、沿
線
住
民
が
通
勤
、通
学
、

通
院
、
買
い
物
な
ど
に
利
用
す
る

生
活
路
線
と
し
て
、
ま
た
北
海
道

と
本
州
を
結
ぶ
貨
物
輸
送
の
ル
ー

ト
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う

〝
道
南
い
さ
り
び
鉄
道(

い
さ
鉄

)

〞。
今
、
北
海
道
と
沿
線
自
治
体

は
負
担
割
合
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

懇
談
で
は
、
沿
線
の
人
口
減
少

に
よ
る
利
用
客
の
減
少
は
避
け
が

た
く
、
観
光
列
車｢

な
が
ま
れ
海

峡
号｣

の
運
行
や
、
沿
線
住
民
と

の
連
携
で
地
域
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
道
内
と

本
州
を
結
ぶ
物
流
を
担
う
役
割
の

重
さ
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
北
海

道
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

道
南
い
さ
り
び
鉄
道

｢子どもの気持ちが最優先｣
と語る越智代表理事と懇談観光列車運行や〝いさりび鉄道〟

グッツ販売等、経営努力を語る
川越英雄社長 (当時 )

　道内で、1･2を争う海水浴客が訪
れる蘭島海水浴場。以前から消波ブ
ロックかさ上げの要望が、地元から
出ています。

　５月28日、後志振興局小樽建設管
理部から職員が現地を訪れました。
2016年撮影の航空写真では、海岸線
がさほど後退していないため、かさ
上げを実施してこなかった理由を説
明をしました。しかし、地元からは
砂浜の砂が減少しており、冬季には
波が堤防を越えて流木が流れ着いて
いると、改めて消波ブロックのかさ
上げとその配置の工夫を求めまし
た。道からは、要望を真摯に受け止
めると返答がありました。

右 :砂浜から見る消波ブロック
左 :状況を説明する地域住民と

丸山道議（右端）

蘭島海岸｢砂浜守って！｣ 消波ブロック改修要請
～高値続く米価と備蓄米放出について～

　ＪＡようていは羊蹄山を
囲む９町村のＪＡが2009年
に合併し誕生。トップブラ
ンドは馬鈴薯で畑作中心の
地域です。
　今回丸山道議は、米どこ
ろである蘭越支所を訪問し
ました。土橋健一支所長は
「ＪＡは農家の事業のみな
らず、金融、共済、店舗な
ど生活を支えている」と語
ります。

ＪＡようてい―米農家の
大規模化は限界に近い

　昨年まで米価を上げら
れず赤字でも米作りを続
けてきた農家は、この米価
格でも儲かっているわけ
ではない。政府は備蓄米を
放出したが、今後の運用
が課題となる。農地の大
規模化には限界があるが、

　2023年より有機 JAS 認
証を受け、おいしいもの
を届けたいと米作りに励
む斎藤農場を訪ねました。
代表の斎藤貴志さんは「米
の市場価格は上がってい

後継者不足により法人化
も検討されることになる
だろうと米農家は大変厳
しい状況です。

土橋支所長と懇談する丸山道議 ―斎藤農場―
持続可能な米価の実現と
新規就農者支援を

るが、米農家の収入はそ
れほどあがっていない。
小泉農政大臣は備蓄米の
放出を進めているが、そ
の先は輸入米増加ではな
いかと危惧している。政
府は今年の作付けを増や
す方針を出しました。米
価がこれだけ高騰してい
るので、米農家は作付け
を増やしていると思うが、
来年は米価が暴落しない
かと心配です」と斎藤さ
んは語りました。




